
代表者
役職・氏名

団体所在区

主な活動場所

電話番号

メールアドレス

ＨＰアドレス

設立年月 2023年1月

設立目的

活動内容

活動実績

■  1　保健、医療、福祉の増進 □

□  2　社会教育の推進 □

■  3　まちづくりの推進 ■

□  4　観光の振興 ■

□  5　農山漁村又は中山間地域の振興 □

□  6　学術、芸術、文化又はスポーツの振興 □

□  7　環境の保全 □

□  8　災害救援活動 □

□  9　地域安全活動 □

□

団体名

【活動風景】

14　情報化社会の発展

15　科学技術の振興

16　経済活動の活性化

17　職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

活動分野

約50%が早産でうまれ、虐待死の発生率が、単胎児の約2.5 倍〜4倍と言う実態を持つ過酷な現状の多胎児育児。
多胎児育児の当事者達には経験者の先輩や同じ環境に悩む仲間たちと出会い、共感し、経験や情報を共有し蓄
積する機会を作り、問題を軽くし楽しく育児ができる環境や気持ちを作り出す事を目的とし、
行政や地域にはこの問題を広く知ってもらい、より良い育児環境にしていくためにできる事を探し行動してもらう発
信をし、多胎児育児がしやすい支援や環境を得られる状況を作る事を目的とし、
活動を行います。　～規約より抜粋～

t-kuroda@tam-p.jp

18　消費者の保護を図る活動

札幌市南区南沢3条2丁目8－14

　北海道双子協会

まだなし

2023年1月 活動開始年月

12　男女共同参画社会の形成の促進

（070）5572　-　9102　　　　

10　人権の擁護又は平和の推進

11　国際協力の活動

13　子どもの健全育成

2023年5月20日、北海道双子祭りにて、双子子育て相談員や運営スタッフをメンバー全員で勤め、
70組250名以上の多胎児家族の育児相談に真摯に向き合い活動しました。その後公式ラインにて
不定期ではあるものの、双子子育てに役立つ情報や、双子子育ての集まりなどの機会を発信して
います。

上記の目的達成のため次の事業を行う。
(1）月１〜２回程度の多胎児育児に関する情報発信。
(2）年に数回の週末多胎児育児支援相談イベント
(3) 年に1回の北海道双子祭り
(4) Zoomなどで定期的に多胎児育児相談ができる機会の創出
(3) その他、団体の目的の達成のために必要な事業を行う。

～規約より抜粋～

19　前掲の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助

　　様式　２

令和４年２月１７日　現在　　

（フリガナ） 　　ホッカイドウフタゴキョウカイ

代表　黒田朋樹

札幌市南区南沢3条2丁目8－14
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